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全 

会 

一 

致

第
４
回
定
例
会
の
概
要

　

令
和
６
年
第
４
回
定
例
会
（
宮
下
誠
議
長
）
は
、
11
月
28
日
に
開
会
し
、
12
月
19
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

庁舎等建設・給食無償化等補正予算を可決

庁
舎
の
位
置
を
蛇
の
目

ミ
シ
ン
工
場
跡
地
に
決
定

新庁舎の位置を現在地（本町六丁目）から蛇の目ミシン工場跡地（中町三丁目）へと移転する条例案（施行期日は未定）
を全会一致で可決（12月19日）

　

本
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
予
算
を
14
億
３

千
917
万
５
千
円
増
額
し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出

予
算
総
額
を
588
億
千
998
万
９
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　

11
月
28
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
予
算
特
別

委
員
会
（
古
畑
俊
男
委
員
長
）
に
付
託
し
、
12

月
12
日
の
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

12
月
19
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立
採
決
の
結

果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
建
設
工
事

の
債
務
負
担
行
為
の
設
定

　

庁
舎
の
抱
え
る
老
朽
化
、
耐
震
性
能
、
分
散

状
態
等
の
課
題
解
決
及
び
旧
福
祉
会
館
機
能
の

早
期
回
復
に
向
け
て
、
市
域
の
中
央
に
市
の
総

合
的
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
基
盤
を
築
く
た
め
、
庁

舎
等
複
合
施
設
建
設
工
事
を
行
う
に
当
た
り
、

債
務
負
担
行
為
と
し
て
、
期
間
を
令
和
６
年
度

か
ら
令
和
10
年
度
ま
で
、
上
限
額
を
130
億
千
128

万
２
千
円
と
設
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
学
校
給
食
に
要
す
る
経
費
（
１
億
千
80
万
８

千
円
）

　

東
京
都
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
市
立
小
中

　

本
条
例
は
、
新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉
会

館
建
設
工
事
の
着
工
に
向
け
、
条
例
名
を
「
小

金
井
市
役
所
の
位
置
を
定
め
る
条
例
」
へ
の
変

更
、
地
方
自
治
法
第
４
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

市
役
所
庁
舎
の
位
置
を
本
町
六
丁
目
６
番
３
号

か
ら
中
町
三
丁
目
19
番
16
号
に
変
更
す
る
も
の

で
す
。

　

12
月
５
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
庁
舎
等
建

学
校
の
給
食
の
食
材
費
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ

り
、
無
償
化
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て

世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
学
校
給
食
の

円
滑
な
実
施
を
図
る
も
の
で
す
。

▼
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
務
委
託
料
（
92
万
円
）

　

更
な
る
窓
口
混
雑
の
緩
和
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
普
及
・
利
用
促
進
に
よ
る
「
行
か

な
い
窓
口
」
の
推
進
の
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
等
に
お
け
る
証
明
書
の
交
付
手
数
料

を
時
限
的
に
10
円
に
減
額
す
る
も
の
で
す
。

▼
公
共
交
通
施
策
に
要
す
る
経
費
（
436
万
７
千

円
）

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
再
編
後
の
市
内
の
公
共

交
通
の
在
り
方
を
示
す
た
め
、
今
年
度
末
ま
で

に
地
域
公
共
交
通
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す

が
、
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
等
の
交
通
形
態
が
大
き
く

変
更
す
る
見
込
み
が
生
じ
、
持
続
可
能
な
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
本
事
業
の
再
編
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
債
務
負
担
行
為
と
し
て
、
期
間
を
令

和
７
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
、
上
限
額
を

千
829
万
３
千
円
と
設
定
す
る
も
の
で
す
。

�

（
３
面
に
審
議
結
果
を
掲
載
）

設
及
び
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
調
査
特

別
委
員
会
（
村
山
ひ
で
き
委
員
長
）
に
付
託
し
、

12
月
13
日
の
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

12
月
19
日
の
本
会
議
で
は
、
議
長
を
含
む
出

席
議
員
の
３
分
の
２
以
上
の
者
の
同
意
を
必
要

と
す
る
特
別
多
数
議
決
に
よ
る
採
決
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

�

（
３
面
に
審
議
結
果
を
掲
載
）

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
回
）
を
可
決

市
役
所
庁
舎
変
更
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

令
和
６
年
第
４
回

　

定
例
会
日
誌

  【
11
月
】

28
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審

議
・
委
員
会
付
託
・

採
決
、
陳
情
の
採
決
）

29
日　

議
会
運
営
委
員
会

  【
12
月
】

１
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

３
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

４
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

５
日　

�

本
会
議
（
一
般
質
問
、

議
案
の
審
議
・
委
員

会
付
託
、
議
員
提
出

議
案
の
採
決
、
陳
情

の
委
員
会
付
託
）

６
日　

議
会
運
営
委
員
会

９
日　

厚
生
文
教
委
員
会

10
日　

建
設
環
境
委
員
会

11
日　

総
務
企
画
委
員
会

12
日　

予
算
特
別
委
員
会

13
日　

�

庁
舎
等
建
設
及
び
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
推
進
調
査
特
別
委

員
会

16
日　

�

行
財
政
改
革
推
進
調

査
特
別
委
員
会

17
日　

建
設
環
境
委
員
会

　
　
　

総
務
企
画
委
員
会

19
日　

�

本
会
議
（
委
員
会
付

託
案
件
の
採
決
、
陳

情
書
の
訂
正
、
議
員

提
出
議
案
の
審
議
・

採
決
）

【11月29日・12月19日】
▶�　各部会の状況報告に
ついて

▶�　議会改革の調査事項
について

広報協議会を
開催しました

　

議
会
の
意
思
決
定
は
、
出
席
議
員
の
過
半
数
で
行
う
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
市

民
に
と
っ
て
重
大
な
影
響
が
あ
る
案
件
の
場
合
は
、
よ
り
慎
重
に
意
思
決
定
を
行

う
必
要
が
あ
る
た
め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
出
席
議
員
の
過
半
数
よ

り
も
多
い
割
合
（
議
長
を
含
む
）
で
決
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

特別多数議決
とは

８
面
に
第
２
回
市
議
会

震
災
避
難
訓
練
の
記
事

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

五
十
嵐
京
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

　

庁
舎
等
建
設
工
事
費
の
債
務
負
担

行
為
補
正
に
関
し
て
、
今
後
の
市
政

運
営
に
お
い
て
は
、
市
民
生
活
に
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
努
力
を
お
願

い
し
た
い
。
第
一
小
学
校
の
校
舎
建

替
え
、
学
校
給
食
の
無
償
化
、
コ
ン

ビ
ニ
交
付
取
扱
手
数
料
減
額
施
策
事

業
、
保
存
文
書
削
減
の
た
め
の
内
部

情
報
複
合
機
等
導
入
事
業
、
地
域
公

共
交
通
計
画
に
関
す
る
費
用
、
学
童

保
育
に
関
す
る
費
用
な
ど
市
民
生
活

に
密
着
す
る
課
題
の
た
め
の
補
正
予

算
で
あ
り
、
課
題
解
決
の
た
め
に
し

っ
か
り
と
市
政
運
営
に
当
た
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
要
望
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

沖
浦
あ
つ
し
（
み
ら
い
）

　

庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
建

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　

提
案
理
由
の
と
お
り
、
現
在
、
多

摩
26
市
中
、
小
金
井
市
を
除
く
人
口

11
～
12
万
人
台
の
類
似
３
市
（
昭
島

市
、
国
分
寺
市
、
東
久
留
米
市
）
の

全
て
が
議
員
定
数
22
人
で
あ
り
、
小

金
井
市
議
会
だ
け
が
24
人
と
突
出
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
２
減
を
提
案
し

て
き
た
が
、
今
回
は
削
減
に
慎
重
な

議
員
の
意
見
も
加
味
し
、
現
状
１
人

欠
員
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
変

化
を
伴
わ
な
い
１
減
を
提
案
し
た
。

議
会
だ
け
を
聖
域
化
す
る
こ
と
な
く
、

一
人
ひ
と
り
が
精
鋭
化
し
、
よ
り
一

層
市
民
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
努
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

森
戸
よ
う
子
（
日
本
共
産
党
）

　

廃
園
に
向
け
た
段
階
的
縮
小
を
や

め
、
保
護
者
の
切
実
な
願
い
に
応
え
、

０
歳
児
・
１
歳
児
の
募
集
再
開
を
求

め
る
こ
と
は
、
判
決
結
果
か
ら
も
当

然
で
あ
る
。
行
政
法
等
に
造
詣
が
深

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

清
水
が
く
（
街
の
仲
間
た
ち
）

　

議
員
定
数
の
削
減
は
議
会
改
革
に

お
い
て
有
用
な
手
段
で
あ
る
こ
と
は

申
し
上
げ
る
。
し
か
し
、
本
議
員
案

は
議
会
の
「
量
」
の
み
の
提
案
で
あ

り
、「
質
」
の
部
分
に
つ
い
て
は
全
く

提
案
さ
れ
て
い
な
い
。「
量
」
の
み

の
効
率
化
で
は
、
本
来
の
議
会
改
革

と
は
言
え
な
い
。
議
員
定
数
、
報
酬
、

深
夜
に
ま
で
及
ぶ
審
査
に
か
か
る
時

間
数
、
同
じ
内
容
の
質
問
が
繰
り
返

さ
れ
る
状
況
等
を
含
め
た
、「
質
」

と
「
量
」
の
議
会
改
革
に
つ
い
て
集

中
し
て
議
論
し
、
そ
し
て
、
期
限
を

設
け
、
求
め
ら
れ
る
議
会
改
革
の
結

論
を
出
し
て
い
こ
う
で
は
な
い
か
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

村
山
ひ
で
き
（
み
ら
い
）

　

市
民
の
声
を
も
と
に
１
人
の
議
員

だ
け
が
主
張
す
る
政
策
テ
ー
マ
が
あ

る
。
議
員
削
減
は
、
広
く
市
民
の
意

見
を
拾
い
上
げ
る
芽
を
摘
ん
で
し
ま

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

河
野
麻
美
（
自
民
党
・
信
頼
）

　

人
口
や
面
積
、
財
政
規
模
が
類
似

す
る
市
は
、
既
に
22
名
に
削
減
し
て

い
る
。
今
任
期
は
１
名
欠
員
で
運
営

し
て
き
た
実
績
も
あ
り
、
議
会
の
合

意
形
成
を
図
る
た
め
、
１
減
の
23
名

で
提
案
し
た
。
議
会
基
本
条
例
第
21

条
に
則
り
公
聴
会
を
開
催
し
、
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
た
。
定
数
が

多
い
と
感
じ
る
市
民
は
26
・
２
％
、

適
当
16
・
７
％
、
少
な
い
０
％
と
い

う
結
果
で
あ
り
、
12
万
人
の
市
民
と

未
来
を
担
う
世
代
の
た
め
に
良
い
ま

ち
を
つ
く
る
努
力
は
、
行
政
だ
け
で

な
く
議
会
も
多
様
な
市
民
の
声
を
聴

き
、
真
摯
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

安
田
け
い
こ
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

市
⺠
福
祉
の
増
進
に
関
わ
る
重
要

な
予
算
の
た
め
賛
成
す
る
。
新
庁
舎

等
建
設
は
市
民
の
理
解
が
深
ま
る
よ

う
広
報
の
充
実
を
望
む
。
本
来
国
に

お
い
て
無
償
化
す
る
べ
き
学
校
給
食

に
つ
い
て
は
、
物
価
高
騰
で
も
質
を

落
と
さ
な
い
創
意
工
夫
に
感
謝
す
る
。

　

本
市
で
予
防
接
種
健
康
被
害
が
確

認
さ
れ
た
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

積
極
的
勧
奨
を
取
り
止
め
る
べ
き
。

副
反
応
の
指
定
医
療
機
関
受
診
者
が

増
え
て
い
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
の
注
意
喚
起
と
学
校
教
職
員
へ
の

周
知
を
強
く
要
望
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
谷
た
か
こ
（
こ
が
お
も
）

　

最
大
の
理
由
は
、
新
庁
舎
等
建
設

事
業
だ
。
跡
地
活
用
を
含
む
公
共
施

設
の
再
配
置
等
も
動
き
出
す
こ
と
が

で
き
、
ま
ち
づ
く
り
が
前
に
進
む
。

　

こ
が
お
も
が
提
案
し
て
き
た
コ
ン

ビ
ニ
交
付
手
数
料
10
円
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
利
用
経
験
が
な
い
市
民
へ
の
動

機
付
け
と
な
り
、
繁
忙
期
の
窓
口
業

務
改
善
が
期
待
で
き
る
と
と
も
に
フ

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

市
立
小
中
学
校
給
食
費
補
助
に
つ

い
て
は
、
東
京
都
の
実
質
８
分
の
７

の
補
助
（
毎
年
約
５
億
円
）
が
決
ま

り
、
小
金
井
市
で
も
実
施
の
決
断
を

さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
建

設
工
事
費
つ
い
て
、
今
後
、
一
般
会

計
へ
の
負
担
を
減
ら
す
財
政
運
営
や

地
域
貢
献
策
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
、

福
祉
会
館
部
分
の
利
用
方
法
の
検
討

再
開
、
時
代
に
合
っ
た
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
や
北
側
交
差
点
の
問

題
を
含
め
た
課
題
解
決
等
、
４
年
後

の
供
用
開
始
に
合
わ
せ
て
準
備
を
進

め
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

求

め

る

陳

情

書

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

　

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
市
民
や

保
護
者
の
切
実
な
願
い
で
あ
り
、
そ

の
実
現
が
必
要
で
あ
る
。
署
名
総
数

は
２
千
519
筆
と
な
っ
た
。
日
本
共
産

党
は
学
校
給
食
費
の
無
償
化
及
び
負

担
軽
減
・
値
上
げ
中
止
な
ど
を
、
何

年
も
前
か
ら
議
会
及
び
委
員
会
で
の

質
疑
や
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
る
な

ど
求
め
続
け
て
き
た
。
予
算
の
組
替

え
動
議
、
条
例
提
案
な
ど
も
繰
り
返

し
行
っ
て
き
た
。
２
０
１
７
年
か
ら

市
議
会
で
条
例
提
案
を
３
回
、
都
議

会
議
員
と
と
も
に
質
問
や
申
入
れ
な

ど
10
回
以
上
要
求
し
て
き
た
。
実
現

し
て
良
か
っ
た
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
回
）

　

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

高
木
章
成
（
子
ど
も
の
権
利
）

　

子
ど
も
の
権
利
を
守
る
会
を
代
表

し
て
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
回
）
へ
の
反
対
討
論
を

行
う
。
令
和
４
年
11
月
27
日
に
白
井

市
長
が
就
任
し
２
年
余
り
が
経
ち
、

１
期
目
の
任
期
の
折
り
返
し
点
を
超

え
た
が
、
こ
の
２
年
余
り
に
提
出
さ

れ
た
予
算
か
ら
独
自
の
政
策
意
思
は

読
み
取
れ
な
い
。
本
補
正
予
算
の
議

決
で
新
庁
舎
建
設
は
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
が
、
見
直
し
案
を
踏

ま
え
て
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
行
う
べ
き

だ
。
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
各
種
証
明
書

交
付
手
数
料
10
円
の
根
拠
は
示
さ
れ

て
い
な
い
。
よ
っ
て
反
対
す
る
。

市
役
所
庁
舎
変
更
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を

改

正

す

る

条

例

　

条
例
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三
（
子
ど
も
の
権
利
）

　

２
０
０
８
年
、
市
民
団
体
が
庁
舎

建
設
場
所
を
、
庁
舎
建
設
予
定
地
と

す
る
か
、
南
口
再
開
発
の
第
二
地
区

と
す
る
か
、
住
民
投
票
で
決
す
る
べ

き
と
し
て
直
接
請
求
署
名
運
動
を
展

開
。
私
も
署
名
運
動
に
参
加
。
署
名

は
１
万
人
を
超
え
成
立
し
た
が
、
市

議
会
は
１
票
差
で
否
決
。
市
民
検
討

委
員
会
は
、
１
万
人
意
向
調
査
を
実

施
。
庁
舎
建
設
予
定
地
に
建
て
る
べ

き
と
し
た
市
民
が
62
％
、
南
口
第
二

地
区
再
開
発
ビ
ル
庁
舎
と
す
べ
き
と

し
た
市
民
が
10
％
、
圧
倒
的
大
差
で
、

庁
舎
建
設
予
定
地
が
市
民
に
支
持
さ

れ
た
。

市
議
会
議
員
定
数

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
議
員
提
案
）

　

９
月
26
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

議
会
運
営
委
員
会
（
岸
田
正
義
委
員

長
）
に
付
託
し
、
11
月
21
日
及
び
29

日
の
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
多
摩
26
市
中
、
人
口

11
万
人
台
か
ら
12
万
人
台
の
類
似
３

団
体
で
は
議
員
定
数
が
全
て
22
人
で

あ
る
こ
と
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び

公
聴
会
な
ど
で
市
民
意
向
を
確
認
し

て
い
る
こ
と
、
現
在
１
人
欠
員
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
議
員
定
数

を
24
人
か
ら
23
人
と
し
、
１
人
削
減

す
る
こ
と
を
議
員
が
提
案
し
た
も
の

で
す
。

　

11
月
29
日
の
委
員
会
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
少
数
に
よ
り
、

否
決
し
ま
し
た
。

　

12
月
５
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
否
決
し
ま
し
た
。

「
違
法
な
専
決
処
分
に
基
い
て

制
定
さ
れ
た
廃
止
条
例
は
無

効
」
と
の
東
京
地
裁
判
決
を

ふ
ま
え
、
公
立
保
育
園
の
安

定
的
運
営
を
求
め
る
陳
情
書

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

片
山
か
お
る
（
子
ど
も
の
権
利
）

　

現
在
は
違
法
な
行
政
。
行
政
法
学

者
な
ど
か
ら
の
法
律
意
見
書
に
対
し

て
、
市
は
法
的
エ
ビ
デ
ン
ス
を
示
し

た
答
弁
を
し
て
い
な
い
。
た
っ
た
１

人
だ
け
入
園
を
許
可
さ
れ
た
原
告
の

お
子
さ
ん
の
保
育
が
課
題
。
小
金
井

市
子
ど
も
の
権
利
条
例
に
も
背
き
、

子
ど
も
の
最
善
の
利
益
に
も
反
す
る
。

適
切
な
規
模
で
の
募
集
再
開
を
行
い

違
法
な
行
政
運
営
を
正
す
べ
き
。
そ

の
上
で
公
立
保
育
園
の
在
り
方
の
検

討
を
進
め
な
い
と
真
っ
当
な
検
討
が

で
き
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
資

料
で
委
員
に
示
し
、
審
議
に
臨
ん
で

い
た
だ
く
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

審
議
し
た
主
な
議
案

各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

設
事
業
が
令
和
３
年
11
月
に
事
実
上

中
断
す
る
際
に
も
、
中
断
は
市
民
の

た
め
に
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
結

果
、
３
年
の
時
間
と
建
設
工
事
費
急

騰
が
生
じ
た
。
こ
れ
以
上
、
庁
舎
問

題
で
立
ち
止
ま
れ
ば
、
市
政
ま
ち
づ

く
り
の
停
滞
を
免
れ
な
い
。
我
々
の

任
期
中
に
道
筋
を
つ
け
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
市
立
小
中
学
校
給
食
費

無
償
化
や
運
行
事
業
者
の
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ

バ
ス
２
路
線
撤
退
の
申
入
れ
に
端
を

発
し
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編
事

業
等
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
重
要

政
策
を
含
む
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
に
も
資
す
る
。

　

他
に
も
学
校
給
食
無
償
化
、
児
童

生
徒
数
増
加
へ
の
環
境
整
備
や
学
童

保
育
育
成
室
整
備
、
保
育
園
の
運
営

補
助
金
、
都
市
計
画
道
路
や
公
共
交

通
等
の
重
要
事
業
が
あ
り
賛
成
す
る
。

う
可
能
性
が
あ
り
、
行
政
に
対
す
る

チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
弱
体
化
に
も
つ
な

が
る
。
多
様
な
議
員
で
構
成
さ
れ
る

市
議
会
が
望
ま
し
い
。
市
民
は
、
議

会
に
対
し
て
「
議
員
定
数
・
報
酬
の

検
討
」
よ
り
も
、「
市
民
の
声
が
反

映
で
き
る
こ
と
」
や
「
行
政
へ
の
提

案
」、「
チ
ェ
ッ
ク
機
能
」
を
、
よ
り

望
ん
で
い
る
と
い
う
２
０
２
２
年
９

月
上
旬
に
実
施
さ
れ
た
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
を
受
け
止
め
る
べ
き
。

い
専
門
家
か
ら
も
法
律
に
よ
る
行
政

の
原
理
に
の
っ
と
り
、
募
集
す
べ
き

で
あ
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。
ま

た
、
子
ど
も
と
保
護
者
の
人
権
が
著

し
く
阻
害
さ
れ
て
お
り
、
１
日
も
早

い
、
是
正
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
公

立
保
育
園
５
園
の
保
護
者
か
ら
再
三

再
四
、
再
開
募
集
を
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
手
を
打
た
な
い
市
長
の
市
民

軽
視
の
姿
勢
は
問
題
で
あ
る
。

令和7年3月23日（日）
投開票

（3月16日告示）

投票に行こう！！

任 期 満 了 に 伴 う
小金井市議会議員選挙
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議 案 の 審 議 結 果
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会　　建：建設環境委員会
　　　　　　議：議会運営委員会　　予：予算特別委員会
　　　　　　庁：庁舎等建設及び公共施設マネジメント推進調査特別委員会

○：賛成　×：反対　△：退席　－：欠席（体調不良） 議：議長（原則、採決には加わらず）
副：副議長（議長が体調不良のため、副議長が議長の職務を代行） 議

　
決
　
結
　
果

自 み 子 共 公 お参ネ緑街
付
　
託
　
先

河
野
　
麻
美

吹
春
や
す
た
か

五
十
嵐
京
子

遠
藤
百
合
子

岸
田
　
正
義

沖
浦
あ
つ
し

鈴
木
　
成
夫

村
山
ひ
で
き

古
畑
　
俊
男

渡
辺
　
大
三

高
木
　
章
成

片
山
か
お
る

た
ゆ
　
久
貴

水
上
　
洋
志

森
戸
よ
う
子

渡
辺
ふ
き
子

小
林
　
正
樹

宮
下
　
　
誠

水
谷
た
か
こ

斎
藤
　
康
夫

安
田
け
い
こ

坂
井
え
つ
子

清
水
　
が
く

賛　否　が　分　か　れ　た　も　の

令和６年度小金井市一般会計補正予算（第６回） ○○○○○○○○××××××副○○－○○○○○予 原案可決

小金井市手数料条例の一部を改正する条例 ○○○○○○○○×△××○○副○○－○○○○○総 原案可決

小金井市議会議員定数条例の一部を改正する条例（議員提案） ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ × × × × ○ ○ 議 × ○ × × × 議 否　決

全　会　一　致　と　な　っ　た　も　の

専決処分の報告及び承認について（令和６年度小金井市一般会計補正予算（第５回）） 即 承　認

小金井市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 厚 原案可決

小金井市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 建 原案可決

小金井市民交流センターの指定管理者の指定について 総 可　決

小金井市総合体育館及び小金井市栗山公園健康運動センターの指定管理者の指定について 厚 可　決

小金井市役所庁舎変更に関する条例の一部を改正する条例
※議長を含む出席議員の３分の２以上の賛成が必要 庁 原案可決

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　　子：子どもの権利を守る会　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会�
参：参政党小金井　　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　緑：緑・つながる小金井　　　街：街の仲間たち

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　　子：子どもの権利を守る会　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会�
参：参政党小金井　　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　緑：緑・つながる小金井　　　街：街の仲間たち

請願・陳情の審議結果
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　厚：厚生文教委員会
　　　　　　議：議会運営委員会
　　　　　　庁：庁舎等建設及び公共施設マネジメント推進調査特別委員会

○：賛成　×：反対　△：退席　－：欠席（体調不良） 議：議長（原則、採決には加わらず）
副：副議長（議長が体調不良のため、副議長が議長の職務を代行）

議
　
決
　
結
　
果

自 み 子 共 公 お参ネ緑街

付
　
託
　
先

河
野
　
麻
美

吹
春
や
す
た
か

五
十
嵐
京
子

遠
藤
百
合
子

岸
田
　
正
義

沖
浦
あ
つ
し

鈴
木
　
成
夫

村
山
ひ
で
き

古
畑
　
俊
男

渡
辺
　
大
三

高
木
　
章
成

片
山
か
お
る

た
ゆ
　
久
貴

水
上
　
洋
志

森
戸
よ
う
子

渡
辺
ふ
き
子

小
林
　
正
樹

宮
下
　
　
誠

水
谷
た
か
こ

斎
藤
　
康
夫

安
田
け
い
こ

坂
井
え
つ
子

清
水
　
が
く

件　　名 要　　旨

学校給食費の無償化を求める陳情書
子どもの成長と発達を保障する上で重要な役割を持つ学校
給食について、国及び都に対し財政措置を、市に対し学校
給食費を無料にすることなどを市議会が関係各機関に働き
かけることを求める。

××××××××○○○○○○副××－×○○○×厚 不採択

「違法な専決処分に基いて制定され
た廃止条例は無効」との東京地裁判
決をふまえ、公立保育園の安定的運
営を求める陳情書

東京地裁の「前市長の専決処分による廃園条例は違法であ
り無効」という判決に伴い、廃園に向けた段階的縮小を止
め、０歳児・１歳児の募集再開及び改正前の条例を前提と
した在り方検討委員会を開催することなどを求める。

××××××××○○○○○○○××議××○××厚 不採択

（仮称）町会・自治会活性化推進条
例の制定等を求める陳情書

（仮称）町会・自治会活性化推進条例の制定に向け、学識経
験者や当事者を構成員とした策定委員会の設置のための措
置及び事務負担軽減のための技術支援や補助制度の拡充を
求める。

××××△△△△○○○○×××××議×××××総 不採択

市議会の常任委員会の所掌範囲の再
配分を求める陳情書

審査時間が夜間、深夜帯に及ぶ厚生文教委員会で、深夜議
会防止の観点から新たな常任委員会の設置や所掌範囲の変
更等、今任期中に改善案を決めることを求める。

××××××××○○○×△△△××議×××××議 不採択

小金井市議会の議員定数の削減を推
進する旨の決議を求める陳情書

他自治体との比較では多いと指摘される議員定数の削減が
必要である。削減に向けた方向性が多数意思であることの
確認のため、削減推進の決議を可決することを求める。

○○○○×××××○○××××○○議×△×××議 不採択

新議場について、机や設備を可動式
にし、議会利用がない日には多目的
な市民利用ができるようにすること
を求める陳情書

新庁舎等建設に関して、議場の議会利用のない日に市民利
用を可能にするため、現行案の固定式の設備を可動式にす
ることを求める。

××××××××○○○○○○○××議×××××庁 不採択

恣意的に運用されている小金井市の
HP作業に秩序をもたらすことを求
める陳情書

現在、市ホームページの掲載期間は定めがなく、現場の判
断である。しかし、市長の関心や職員のガバナンス等に疑
念を招きかねないため、掲載期間の設定に対し、根拠を定
め、それに基づいた執行をすることを求める。

×××××××××○○○○○○××議×××××総 不採択

主催者なのに業務の情報を持ち合わ
せていない教育委員会の怠業を改善
すべしとする陳情書

教育委員会は主催するイベントの情報を持っていなかった。
主催者である限り「主催者に聞いたらわかる」ことが大原
則であり、早急に情報の開示を行うこと、また、業務の改
善を求める。

×××××××××○○×△△副××－××○××厚 不採択

審議会における意見・提案シートの
導入を確実に行うことを求める陳情
書

審議会において意見・提案シートの活用、導入を検討する
よう担当課から要請されているが、採用されていない審議
会がある。ついては全ての審議会で早急に意見・提案シー
トを導入することを求める。

××××××××○○○○△△△××議×○○○×総 不採択

涼み処事業の時間帯や施設指定にお
いて市民の生存権を守るという視点
で取組むことを求める陳情書

本市における涼み処は開放時間やスペースなどの課題が多
い。涼み処の事業展開は市民の生存権に関わるものである
ことから、要望も踏まえ一層の充実を図ることを求める。

○○○○××××○○○○○○副××－×××××厚 不採択

市の課税ミスにより税金を取られす
ぎた被害者の完全な救済を求める陳
情書

市の課税ミス事案については、現在の処理スキームを見直
し、国家賠償法または地方自治法第２３２条の２を適用し
た返還を検討し、被害者の完全な救済を図ることを求める。

××××××××○○○○○○○××議×××××総 不採択

財政的に十分成り立つそうなので、
学校給食の無償化を求める陳情書

財政的に十分成り立つのであれば、市民サービスの充実、
子育て世帯の家計支援の観点から、市立小中学校に通う全
ての児童・生徒の給食を無償にすること、市長のこれまで
の答弁の齟齬について解明を求める。

××××××××○○○○○○○××議×○×××厚 不採択

「暖か処」（仮称）についての検討を
求める陳情書

冷暖房による電気料金に苦労される市民は一定数いる。冬
日に暖かいところに避難できる公共的なものとして「暖か
処」（仮称）の提供を求める。

××××××××○○○○○○○××議×○×○×厚 不採択

「主催」に関する規定を設けること
を求める陳情書

市の要綱に後援、共催、協賛、推薦はあるが主催はないの
で、主催について社会の常識と認識の差が生じないように
定義を定め、要綱に追加または新設することを求める。

×△△××××××○○×△△△△×議×○×××総 不採択

市民体育祭ゴルフ競技における応募
者募集方法の改善を求める陳情書

市民体育祭ゴルフ競技の参加者の募集方法について、メー
ルでの先着順申込みを止め、抽選等のできるだけ公平な募
集を心掛けるよう求める。

××××××××○○○○○〇副××－△×○××厚 不採択

市立保育園２園廃園に関して供託し
た 10万 4500 円について求償権を
発動することを求める陳情書

市立保育園２園の廃園条例の専決処分は違法、条例は無効
という判決があった。その判決に伴う被害者への損害賠償
金の求償権を発動させるため、必要な措置を求める。

××××××××○○○○○○○××議×××××厚 不採択

小金井市の新庁舎及び（仮称）新福祉会館の建設に関する住民投票条例について議員が行った反
対討論等に関する陳情書の訂正 ○○○○○○○○○○○○○○副○○－○○○○○即 承　認
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日曜議会を開催しました

　平日に傍聴に来られない方にも議会の様子を知っていただくため、
12月１日に日曜議会を開催しました。

　当日は、各議員がおおむね15分以内もしくは20分以内で、市政の
運営や方針などについての質問や政策提案を行い、市の見解を求め
ました。

（4面〜6面）　　12月 1 日、 3 日、 4 日、 5 日
一 般 質 問

※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。
<２次元コードについて>
スマートフォン等で読み取ると、YouTubeでご覧いただくことが
できます。上側：12月１日（日曜議会）　下側：12月３日、４日、５日

（自民党・信頼）　自由民主党・信頼の小金井	 （こ が お も）　小金井をおもしろくする会
（み　  ら　  い）　みらいのこがねい	 （参　政　党）　参政党小金井
（子どもの権利）　子どもの権利を守る会	 （生活者ネット）　生活者ネットワーク
（日本共産党）　日本共産党小金井市議団	 （緑・つながる）　緑・つながる小金井
（公　明　党）　小金井市議会公明党	 （街の仲間たち）　街の仲間たち

会
派
の
略
称

あ
り
、
市
民
に
と
っ
て
有
意
義

な
取
組
に
な
る
と
考
え
る
。

　

❷
受
動
喫
煙
防
止
の
取
組
と

公
衆
喫
煙
所
の
設
置
を
何
度
も

訴
え
て
き
た
。
ア
受
動
喫
煙
防

止
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
年
度

内
に
策
定
で
き
る
か
。
イ
分
煙

環
境
を
整
備
し
て
共
存
を
図
る

方
針
か
。
ウ
武
蔵
小
金
井
駅
北

口
の
民
間
喫
煙
所
に
分
煙
対
策

を
講
じ
る
か
。
エ
日
野
市
も
府

中
市
も
コ
ン
テ
ナ
型
喫
煙
所
を

設
置
し
、
東
京
都
補
助
金
も
増

額
と
な
る
。
市
長
の
方
針
は
。

　

部
長　

ア
３
月
に
は
市
と
し

て
決
定
し
た
い
。
イ
共
存
を
図

っ
て
い
く
方
向
。
ウ
課
題
と
し

て
挙
が
っ
て
い
る
が
具
体
的
な

協
議
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

市
長　

エ
分
煙
環
境
の
整
備

に
向
け
て
調
整
を
進
め
て
い
く
。

財
源
が
豊
富
な
行
政
で
あ
れ
ば

導
入
可
能
だ
が
、
運
転
に
牽
引

免
許
も
必
要
で
あ
る
。
軽
ト
ラ

ッ
ク
の
ト
イ
レ
カ
ー
な
ら
ば
、

１
台
600
万
円
か
ら
700
万
円
で
導

入
で
き
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー

と
違
い
普
通
免
許
で
運
転
が
で

き
る
。
導
入
を
検
討
し
な
い
か
。

　

部
長　

ア
組
立
て
型
ト
イ
レ

の
し
尿
搬
出
は
清
掃
会
社
と
の

災
害
時
協
定
、
処
理
に
つ
い
て

は
東
京
都
水
再
生
セ
ン
タ
ー
へ

の
し
尿
受
入
れ
に
関
す
る
覚
書

を
締
結
し
て
い
る
。
自
主
防
災

組
織
な
ど
へ
は
適
宜
助
言
し
て

い
き
た
い
。
イ
ト
イ
レ
カ
ー
は

し
尿
処
理
施
設
へ
の
自
走
が
可

能
で
あ
り
、
普
通
免
許
で
運
転

で
き
る
利
点
も
あ
る
。
研
究
課

題
と
し
た
い
。

く
取
組
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

今
、
私
が
質
問
に
立
っ
て
い
る

間
に
も
、
市
内
で
は
電
柱
や
ガ

ー
ド
パ
イ
プ
に
つ
か
ま
っ
て
休

ん
で
い
る
高
齢
者
が
い
ら
っ
し

ゃ
る
の
で
は
な
い
か
、
疲
れ
る

か
ら
外
に
出
な
く
な
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
な
い
。

つ
な
が
り
が
あ
る
街
、
つ
な
が

り
を
つ
く
れ
る
街
・
小
金
井
を

目
指
し
て
い
く
た
め
に
、
誰
し

も
必
ず
訪
れ
る
老
年
期
を
迎
え
、

小
金
井
市
が
高
齢
者
に
も
優
し

く
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
街

に
な
る
こ
と
を
切
に
願
う
。
市

が
考
え
て
い
る
今
後
の
ベ
ン
チ

設
置
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　

部
長　

ベ
ン
チ
設
置
に
つ
い

て
は
市
で
設
置
が
可
能
な
場
所

に
は
設
置
し
て
い
き
た
い
。

来
庁
者
へ
の
窓
口
ア
ン
ケ
ー
ト
、

良
い
接
遇
を
行
っ
て
い
る
職
員

の
推
薦
、
研
修
の
実
施
等
を
行

っ
て
い
る
。
ウ
子
育
て
に
関
す

る
制
度
を
周
知
す
る
た
め
、
職

員
次
世
代
育
成
支
援
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
を
作
成
。
男
性
職
員
の
育

休
取
得
人
数
や
事
例
等
を
紹
介

し
た
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
令
和

５
年
度
は
取
得
対
象
者
全
員
が

育
児
休
業
を
取
得
し
た
。
エ
現

時
点
で
は
病
休
者
も
あ
り
小
・

中
学
校
14
校
中
10
校
で
正
規
職

員
が
不
在
。
会
計
年
度
任
用
職

員
の
み
配
置
の
学
校
に
は
更
に

週
２
日
、
時
給
制
の
会
計
年
度

任
用
職
員
１
人
を
配
置
し
、
業

務
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
措

置
し
て
い
る
。
オ
引
き
続
き
研

究
課
題
と
し
て
情
報
収
集
に
努

め
た
い
。

安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
、
予

算
の
範
囲
で
、
補
修
を
実
施
し

て
い
く
。
イ
順
次
、
低
木
の
入

替
え
等
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

ウ
他
市
の
状
況
を
研
究
し
た
い
。

　

❸
公
民
館
で
は
様
々
な
活
動

が
行
わ
れ
て
お
り
、
設
備
や
備

品
の
管
理
は
欠
か
せ
な
い
。
公

民
館
本
館
の
集
会
室
の
畳
の
劣

化
、
学
習
室
に
設
置
さ
れ
て
い

る
電
子
ピ
ア
ノ
の
修
繕
等
の
要

望
や
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

ア
畳
の
修
繕
に
つ
い
て
。
イ
電

子
ピ
ア
ノ
の
修
繕
つ
い
て
。

　

部
長　

ア
修
繕
費
用
、
利
用

状
況
、
活
動
へ
の
影
響
等
も
考

慮
し
、
時
期
を
見
て
実
施
し
た

い
。
イ
ピ
ア
ノ
が
使
え
る
部
屋

を
ご
利
用
頂
き
た
い
が
、
ど
の

よ
う
な
対
応
が
可
能
か
引
き
続

き
検
討
を
し
た
い
。

齢
世
帯
の
半
分
以
上
が
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
に
な
る
と
予
想
。

一
人
暮
ら
し
で
外
か
ら
の
刺
激

が
少
な
く
な
る
と
認
知
症
に
気

付
く
の
が
遅
れ
る
な
ど
の
可
能

性
も
あ
り
、
積
極
的
に
外
に
出

な
い
方
も
気
軽
に
行
け
る
場
所

づ
く
り
が
必
要
で
は
。
昨
年
開

所
し
た
本
町
の
特
養
「
け
や
き

の
杜
」
の
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス

の
よ
う
に
世
代
交
流
が
気
軽
に

で
き
る
場
所
を
こ
れ
か
ら
も
作

っ
て
行
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　

部
長　
「
け
や
き
の
杜
」
で

は
、
認
知
症
カ
フ
ェ
と
子
ど
も

食
堂
を
実
施
。
地
域
資
源
の
マ

ッ
チ
ン
グ
を
図
り
な
が
ら
居
場

所
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

■
そ
の
他
、「
聞
き
書
き
」
活

動
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

❶
学
童
保
育
の
大
規
模
化
対

策
を
12
年
前
か
ら
訴
え
て
き
た
。

ア
５
年
後
の
利
用
見
込
み
は
。

イ
学
童
保
育
は
単
な
る
居
場
所

で
は
な
く
生
活
の
場
で
あ
り
、

運
営
基
準
に
あ
る
保
育
の
質
を

大
事
に
５
年
後
の
未
来
像
を
示

し
た
上
で
２
年
後
ま
で
に
抜
本

的
対
策
を
示
す
べ
き
。
ウ
学
校

施
設
を
共
有
す
る
シ
ェ
ア
ス
ク

ー
ル
の
取
組
を
加
速
す
る
べ
き
。

　

部
長　

ア
平
均
利
用
数
千
500

名
、
普
通
教
室
10
教
室
の
施
設

確
保
が
必
要
。
イ
保
育
の
質
を

維
持
向
上
す
る
未
来
像
が
求
め

ら
れ
、
こ
の
２
年
間
で
抜
本
的

対
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

教
育
長　

ウ
シ
ェ
ア
ス
ク
ー

ル
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で

　

市
は
防
災
対
策
を
多
岐
に
渡

り
取
り
掛
か
っ
て
お
り
、
進
捗

具
合
も
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
と
判

断
す
る
が
、
災
害
発
災
時
の
ト

イ
レ
に
関
す
る
質
問
を
行
う
。

　

ア
被
災
時
一
番
考
え
な
い
と

い
け
な
い
の
は
ト
イ
レ
問
題
で

あ
る
。
各
町
会
等
も
仮
設
ト
イ

レ
等
を
準
備
し
て
い
る
が
、
仮

設
ト
イ
レ
は
し
尿
が
溜
ま
る
構

造
で
あ
る
。
自
主
防
災
組
織
や

町
会
な
ど
の
仮
設
ト
イ
レ
に
溜

ま
っ
た
し
尿
の
処
理
方
法
は
、

現
状
で
は
周
知
徹
底
が
な
さ
れ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
新

し
い
仕
組
み
を
考
え
な
い
と
い

け
な
い
の
で
は
な
い
か
。
イ
以

前
か
ら
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の

話
を
し
て
い
る
が
高
価
で
あ
る
。

　

地
域
を
回
っ
て
い
る
と
、「
街

中
に
少
し
の
時
間
だ
け
で
も
い

い
か
ら
休
め
る
ベ
ン
チ
が
あ
る

と
助
か
る
」、「
歩
い
て
買
い
物

に
行
く
時
に
休
憩
し
な
が
ら
で

は
な
い
と
疲
れ
て
し
ま
う
」
と

い
う
お
声
を
よ
く
聞
く
。
安
心

し
て
外
出
が
で
き
る
、
安
心
し

て
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、

市
と
し
て
も
こ
れ
か
ら
取
り
組

む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
市
内
の

あ
ら
ゆ
る
資
源
を
活
用
し
た
座

れ
る
場
づ
く
り
の
環
境
整
備
を

進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
私

は
考
え
る
。
200
メ
ー
ト
ル
ご
と

に
休
憩
が
で
き
る
街
「
200
メ
ー

ト
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
ベ

ン
チ
設
置
の
機
運
を
高
め
て
い

　

ア
業
務
ミ
ス
の
再
発
防
止
の

た
め
、
庁
内
で
事
例
を
共
有
す

る
シ
ス
テ
ム
を
作
ら
な
い
か
。

イ
更
な
る
接
遇
改
善
の
た
め
の

取
組
は
。
ウ
全
職
員
が
育
児
休

業
を
取
得
し
や
す
い
職
場
環
境

整
備
を
。
特
に
男
性
職
員
の
育

休
取
得
の
促
進
に
取
り
組
む
べ

き
。
エ
避
難
所
運
営
要
員
と
し

て
重
要
な
存
在
で
あ
る
学
校
用

務
員
の
正
規
職
員
補
充
を
求
め

る
が
現
状
は
。
オ
町
会
・
自
治

会
の
活
動
を
支
援
す
る
地
域
担

当
職
員
制
度
で
市
職
員
の
地
域

参
画
を
考
え
な
い
か
。

　

部
長　

ア
令
和
元
年
に
設
置

し
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進

委
員
会
で
事
案
共
有
し
て
い
る
。

イ
毎
年
11
月
は
接
遇
向
上
月
間
。

　

❶
家
電
４
品
目
（
大
型
テ
レ

ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
エ
ア

コ
ン
）
の
処
分
に
苦
慮
し
て
い

る
方
が
多
い
。
小
金
井
市
で
も

事
業
者
と
協
定
を
結
ば
な
い
か
。

　

部
長　

市
民
の
利
便
性
に
加

え
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
課
題
解
消

に
も
つ
な
が
る
。
前
向
き
に
検

討
し
た
い
。

　

❷
北
大
通
り
は
道
幅
も
狭
く
、

車
道
を
走
る
自
転
車
も
危
険
で
、

歩
道
で
は
自
転
車
が
走
る
こ
と

で
、
歩
行
者
が
危
険
で
あ
る
。

ア
車
道
の
整
備
は
。
イ
植
栽
を

見
直
す
な
ど
歩
道
の
整
備
は
。

ウ
自
転
車
を
利
用
す
る
高
齢
者

の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
、
自
転
車

用
高
齢
者
マ
ー
ク
の
検
討
を
。

　

部
長　

ア
自
転
車
が
安
心
・

　

❶
来
年
度
以
降
の
市
民
ま
つ

り
に
つ
い
て
、
９
月
議
会
で
の

決
議
を
受
け
て
の
見
解
と
検
討

状
況
を
問
う
。
ア
旧
市
民
ま
つ

り
一
般
部
門
出
展
団
体
等
へ
の

現
状
報
告
と
意
見
聴
取
は
。
イ

新
し
い
ま
つ
り
の
在
り
方
を
検

討
す
る
会
議
体
の
設
置
は
。
ウ

つ
な
ぎ
事
業
の
方
針
と
今
後
の

在
り
方
の
方
向
性
を
今
年
度
中

に
議
会
に
示
す
予
定
は
。

　

部
長　

ア
既
に
文
書
を
発
送
、

対
面
で
の
説
明
会
開
催
も
予
定
。

イ
市
が
示
し
た
３
つ
の
方
針
を

実
現
す
る
に
は
異
な
る
会
議
体

が
必
要
。
ウ
検
討
の
進
捗
は
適

宜
、
議
会
へ
報
告
す
る
。

　

❷
報
道
さ
れ
た
２
０
５
０
年

の
将
来
推
計
で
、
東
京
都
は
高

岸
田
正
義

（
み
ら
い
）

吹
春
や
す
た
か

（
自
民
党
・
信
頼
）

清
水
が
く

（
街
の
仲
間
た
ち
）

村
山
ひ
で
き

（
み
ら
い
）

小
林
正
樹

（
公
明
党
）

五
十
嵐
京
子 

（
自
民
党
・
信
頼
）

学
童
保
育
大
規
模
化
対
策
と

受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
問
う

被
災
時
大
問
題
に
な
る

ト
イ
レ
へ
の
対
応

歩
き
疲
れ
た
時
に

休
め
る
場
所
を
つ
く
ろ
う
！

「
市
」
民
の
「
役
」
に
た
つ

「
所
」
の
職
場
環
境
と
は

大
型
家
電
の
回
収
策
を
／

北
大
通
り
の
安
全
対
策
　

市
民
ま
つ
り
に
つ
い
て
／

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
対
策

会議録が早くご覧になれるよう、未定稿（校正中）を公開しています。
http://www.city.koganei.tokyo.dbsr.jp/
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と
共
に
さ
く
ら
ポ
イ
ン
ト
事
業

も
周
知
し
地
域
の
活
性
化
に
寄

与
し
た
い
。
ウ
商
工
会
と
協
力

し
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
さ
く
ら

会
に
寄
り
添
う
支
援
を
し
た
い
。

　

❷
子
宮
頸
が
ん
の
撲
滅
へ
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
検
診
の
受
診

率
向
上
を
。
ア
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
今
年
度
の
状
況
。
イ

Ｈ
Ｐ
Ｖ
自
己
検
診
の
導
入
を
。

　

部
長　

ア
男
性
接
種
は
43
人
、

女
性
は
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

を
含
め
、
延
べ
２
千
387
人
で
今

後
も
増
え
る
予
想
。
イ
国
の
指

針
外
で
あ
り
、
現
時
点
で
の
導

入
は
考
え
て
い
な
い
。

■
そ
の
他
、
障
が
い
者
や
高
齢

者
に
優
し
い
投
票
所
環
境
の
た

め
に
メ
モ
等
の
持
込
み
が
可
能

で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
周
知

を
要
望
し
ま
し
た
。

年
齢
層
へ
の
検
診
に
つ
い
て
、

拡
充
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

イ
市
報
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

他
に
お
元
気
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
、

集
い
の
場
で
も
周
知
し
て
い
る
。

　

❷
た
ば
こ
に
よ
る
受
動
喫
煙

防
止
の
庁
内
で
の
検
討
状
況
と

具
体
的
な
動
き
に
つ
い
て
。

　

部
長　

市
民
健
康
づ
く
り
審

議
会
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

し
、
関
係
課
参
加
の
下
で
受
動

喫
煙
防
止
対
策
の
庁
内
検
討
委

員
会
を
開
催
し
、
審
議
会
の
意

見
を
共
有
し
て
い
る
。
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
令
和
７

年
３
月
に
は
、
受
動
喫
煙
防
止

に
対
す
る
案
を
ま
と
め
、
最
終

的
に
決
定
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
、
不
登
校
の
現
状
と

課
題
、
薬
物
乱
用
防
止
の
更
な

る
推
進
を
質
問
し
ま
し
た
。

居
住
者
以
外
の
地
域
の
方
々
に

対
し
て
も
協
力
で
き
る
取
組
を

す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
と
地
域
と
市

の
三
者
で
防
災
協
定
を
結
ぶ
等
、

行
動
を
促
し
て
み
て
は
い
か
が

か
。
エ
市
内
マ
ン
シ
ョ
ン
の
実

態
調
査
を
行
い
、
現
状
と
課
題

を
浮
き
彫
り
に
し
て
、
地
域
の

実
情
に
沿
っ
た
施
策
を
打
ち
出

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

部
長　

ア
詳
細
は
把
握
で
き

て
い
な
い
。
イ
都
に
よ
る
補
助

金
事
業
検
証
の
推
移
を
見
据
え

た
い
。
ウ
地
域
の
実
情
等
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
引
き
続
き
研
究

し
た
い
。
エ
課
題
を
抽
出
す
る

必
要
性
や
調
査
項
目
等
の
精
査
、

ま
た
、
他
市
や
都
の
動
向
を
参

考
に
し
て
研
究
し
た
い
。

■
そ
の
他
、「
友
好
都
市
三
宅
村

と
の
交
流
」
を
質
問
し
ま
し
た
。

文
書
で
あ
り
、
事
業
者
で
あ
る

都
に
対
し
丁
寧
な
表
現
に
し
た
。

　

❷
東
京
都
で
は
「
新
た
な
都

市
計
画
道
路
の
整
備
方
針
」
の

検
討
に
着
手
し
て
い
る
。
ア
小

金
井
市
も
会
議
に
参
加
し
て
い

る
が
、
市
の
意
向
は
発
言
で
き

た
の
か
。
イ
既
に
建
設
局
に
伝

え
た
よ
う
に
、
都
市
整
備
局
に

も
市
の
意
向
を
伝
え
る
べ
き
だ
。

　

部
長　

ア
個
別
路
線
の
協
議

は
別
に
行
う
も
の
と
考
え
る
。

　

市
長　

イ
個
別
路
線
の
協
議

の
際
、
市
の
意
向
を
伝
え
た
い
。

　

❸
市
長
が
２
路
線
に
対
し
総

合
的
判
断
を
下
し
た
ら
、
第
１

回
定
例
会
の
建
設
環
境
委
員
会

に
て
示
し
、
ま
た
市
民
に
対
し

て
も
説
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

市
長　

市
議
会
で
報
告
し
た

い
。

で
あ
る
。
市
が
発
注
す
る
工
事

に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
改

修
工
事
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ス

ベ
ス
ト
の
含
有
に
つ
い
て
は
、

図
面
の
確
認
や
、
現
場
で
の
目

視
、
工
事
履
歴
等
に
よ
り
使
用

建
材
の
事
前
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
の
含
有
が
見

込
ま
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

原
型
の
ま
ま
手
ば
ら
し
を
行
う

ほ
か
、
や
む
を
得
ず
切
断
等
を

行
う
場
合
は
、
湿
潤
状
態
で
の

撤
去
を
行
っ
て
い
る
。

　

❷
築
50
年
を
超
え
る
報
告
義

務
の
な
い
小
規
模
木
造
住
宅
解

体
の
対
策
は
。

　

部
長　

市
に
騒
音
等
の
苦
情

が
入
っ
た
際
に
、
作
業
員
か
ら

の
聴
取
を
通
じ
、
適
正
処
理
の

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
の

暫
定
解
消
の
対
策
を
行
う
べ
き

で
あ
る
。
ウ
長
期
的
対
策
と
し

て
、
施
設
を
新
た
に
建
設
す
る

な
ど
抜
本
的
対
策
が
必
要
で
は

な
い
か
。
エ
放
課
後
子
ど
も
教

室
と
の
連
携
や
教
室
の
利
用
を

教
育
委
員
会
と
協
議
・
連
携
し
、

対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め
る
。

　

部
長　

ア
大
体
去
年
と
同
じ

だ
が
上
回
る
所
も
あ
る
。
利
用

者
数
は
７
割
に
増
え
て
く
る
。

イ
近
隣
施
設
な
ど
に
当
た
り
、

関
係
機
関
と
相
談
し
て
抜
本
的

対
策
を
考
え
る
。
ウ
財
政
的
に

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
エ
課
題
の

洗
い
出
し
や
実
現
可
能
な
方
策

な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
、
魅
力
あ
る
梶
野
通

り
の
整
備
を
求
め
ま
し
た
。

ル
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、

教
育
長
の
見
解
を
問
う
。

　

教
育
長　

具
体
的
に
４
点
、

①
地
域
の
教
育
力
発
掘
と
連
携

を
強
化
し
、
学
校
教
育
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
、
②
ハ
チ
ド
リ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
、
③
地
域

防
災
の
拠
点
、
④
学
校
を
核
と

し
た
子
ど
も
の
放
課
後
の
充
実

と
地
域
の
学
び
の
場
に
な
る
こ

と
が
大
切
。
ど
う
す
れ
ば
実
現

で
き
る
か
、
今
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
人
た
ち
と
考
え
、
子

ど
も
た
ち
に
も
地
域
に
と
っ
て

も
大
切
な
ス
ク
ー
ル
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
障
害
者
週
間
を
契

機
に
、
防
災
計
画
に
お
け
る
障

が
い
者
支
援
体
制
の
課
題
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

く
奨
学
金
を
借
り
、
利
息
も
付

き
な
が
ら
返
さ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
の
学
生
・
若
者
へ
、
奨
学

金
返
済
支
援
を
行
う
べ
き
。
ウ

同
様
の
理
由
で
、
学
生
の
負
担

軽
減
と
し
て
家
賃
助
成
を
行
う

べ
き
。

　

部
長　

ア
制
度
の
拡
充
を
図

る
よ
り
も
応
募
状
況
等
に
注
視

し
つ
つ
制
度
を
継
続
し
て
実
施

し
て
い
く
。
イ
優
先
し
て
取
り

組
む
べ
き
施
策
を
行
政
全
体
の

中
で
考
え
た
い
。
ウ
住
居
確
保

給
付
金
の
周
知
と
制
度
の
適
切

な
運
営
に
取
り
組
み
た
い
。

■
そ
の
他
、
高
齢
者
生
活
支
援

と
介
護
の
充
実
、
生
活
道
路
の

維
持
補
修
の
迅
速
な
対
応
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

❶
社
会
参
加
と
地
域
貢
献
に

よ
り
、
高
齢
者
自
身
の
健
康
維

持
や
介
護
予
防
に
も
つ
な
が
る
。

ア
登
録
者
の
募
集
と
活
動
状
況

に
つ
い
て
。
イ
ポ
イ
ン
ト
を
た

め
て
８
千
円
の
買
い
物
が
で
き

る
。
更
な
る
周
知
や
情
報
提
供

を
。
ウ
さ
く
ら
ポ
イ
ン
ト
は
活

き
生
き
ボ
ラ
ポ
や
国
保
健
幸
チ

ャ
レ
ン
ジ
、
省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

さ
く
ら
ギ
フ
ト
の
取
扱
店
を
増

や
す
な
ど
、
市
が
事
業
者
を
応

援
し
な
い
か
。

　

部
長　

ア
現
在
の
登
録
人
数

は
219
人
で
男
性
は
56
人
。
趣
味

を
い
か
し
た
囲
碁
や
将
棋
、
歌

や
体
操
な
ど
を
介
護
事
業
所
で

実
施
。
イ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

　

❶
歯
科
医
療
・
口
腔
ケ
ア
の

充
実
が
体
全
体
の
健
康
に
大
き

く
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
今
、
歯
科
医
療
・

口
腔
ケ
ア
の
更
な
る
充
実
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
歯
科
の
主
治

医
の
い
る
人
の
方
が
長
生
き
で

あ
る
。
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く

り
が
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な

が
り
、
医
療
費
削
減
の
効
果
が

あ
る
。
ア
定
期
的
な
無
料
の
歯

科
検
診
を
。
イ
高
齢
者
向
け
の

歯
科
口
腔
ケ
ア
支
援
の
周
知
を
。

　

部
長　

ア
無
料
検
診
を
実
施

し
て
い
な
い
児
童
へ
の
検
診
は

国
や
他
市
の
情
報
収
集
に
努
め

て
い
く
。
20
歳
か
ら
80
歳
ま
で

の
５
歳
刻
み
の
年
齢
の
方
へ
の

検
診
の
ほ
か
、
65
歳
以
上
の
全

　

ア
強
固
な
建
物
で
あ
る
マ
ン

シ
ョ
ン
の
防
災
力
向
上
は
、
震

災
時
に
「
在
宅
避
難
」
の
選
択

肢
を
広
げ
、
外
へ
の
避
難
が
必

要
な
方
が
集
ま
る
避
難
所
の
円

滑
な
運
営
に
も
つ
な
が
る
。
市

内
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
居
住
世
帯

数
や
人
口
を
把
握
し
て
い
る
か
。

イ
東
京
と
ど
ま
る
マ
ン
シ
ョ
ン

登
録
制
度
に
よ
る
都
の
補
助
金

が
拡
充
さ
れ
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の

登
録
棟
数
が
近
年
激
増
し
て
い

る
。
非
常
用
電
源
設
備
等
は
高

価
で
自
己
資
金
も
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
都
の
補
助
金
を
活

用
す
る
市
内
マ
ン
シ
ョ
ン
に
対

し
、
本
市
で
上
乗
せ
の
補
助
金

を
検
討
し
て
は
い
か
が
か
。
ウ

マ
ン
シ
ョ
ン
の
特
性
を
い
か
し
、

　

❶
小
金
井
市
は
優
先
整
備
２

路
線
の
独
自
検
証
を
行
っ
て
い

る
が
、
東
京
都
は
３
・
４
・
11

号
線
の
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
を
開

催
し
た
。
ア
東
京
都
が
事
前
説

明
に
来
た
際
、
市
長
は
何
と
発

言
し
た
の
か
。
イ
11
月
11
日
、

市
長
が
東
京
都
に
出
し
た
要
請

文
書
で
は
「
検
証
中
な
の
で
、

特
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

「
事
業
化
は
待
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
提
出
す
る
べ
き
だ
。

　

部
長　

ア
市
長
は
「
３
・
４
・

11
号
線
等
の
必
要
性
に
つ
い
て

検
証
中
で
あ
り
３
月
ま
で
に
は

判
断
す
る
。
そ
れ
ま
で
は
事
業

化
を
待
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
発
言
し
た
。
イ
市
長
名
の
公

　

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被

害
は
、
工
業
製
品
の
優
位
性
に

よ
り
、
野
放
し
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
が
一
因
で
あ
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
、
ア

ス
ベ
ス
ト
を
使
用
し
た
建
物
の

解
体
工
事
の
現
場
に
て
、
そ
の

取
扱
い
に
つ
い
て
心
配
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

❶
市
に
お
け
る
、
ア
ス
ベ
ス

ト
対
策
が
必
要
な
年
間
の
工
事

件
数
や
規
模
に
つ
い
て
。

　

部
長　

令
和
４
年
４
月
１
日

か
ら
法
改
正
に
よ
り
、
事
前
調

査
結
果
の
報
告
制
度
が
始
ま
り
、

調
査
結
果
の
報
告
が
義
務
付
け

ら
れ
た
。
制
度
が
開
始
さ
れ
て

か
ら
の
報
告
は
、
令
和
４
年
度

が
629
件
、
令
和
５
年
度
が
724
件

　

❶
公
園
の
遊
具
の
修
繕
に
つ

い
て
問
う
。
日
本
共
産
党
が
取

り
組
ん
だ「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」

で
「
公
園
の
遊
具
の
修
繕
が
１

年
以
上
放
置
さ
れ
て
い
る
」
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ア
現
状

は
ど
う
か
。
イ
予
算
の
増
額
な

ど
迅
速
な
予
算
措
置
を
求
め
る
。

　

部
長　

ア
迅
速
な
対
応
に
応

じ
ら
れ
な
い
公
園
も
あ
っ
た
。

イ
指
定
管
理
者
と
連
携
し
、
適

切
か
つ
迅
速
に
市
民
要
望
に
応

え
て
い
き
た
い
。

　

❷
学
童
保
育
所
の
大
規
模
化

解
消
に
つ
い
て
問
う
。
ア
来
年

度
の
入
所
状
況
な
ど
大
規
模
化

の
現
状
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。
イ
み
ど
り
第
３
学
童
保
育

所
は
、
緑
中
学
校
に
設
置
で
き

　

❶
（
仮
）
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
設
置
に
よ
る
効
果
と
は
。

　

部
長　

就
学
相
談
、
教
育
相

談
、
も
く
せ
い
教
室
の
教
育
的

支
援
一
元
化
を
図
る
こ
と
で
、

保
護
者
の
利
便
性
が
向
上
し
、

そ
の
子
の
困
り
感
に
適
切
な
支

援
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

❷
地
域
と
学
校
が
連
携
し
て

防
災
教
育
を
進
め
な
い
か
。

　

部
長　

学
校
と
地
域
が
連
携

す
る
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
を
活
用
し
、
学
校
と

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
防
災
教

育
は
可
能
。
教
育
委
員
会
と
し

て
は
、
引
き
続
き
各
校
の
防
災

教
育
充
実
を
働
き
か
け
た
い
。

　

❸
学
校
と
地
域
連
携
の
核
と

な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

　

❶
現
在
、
日
本
で
は
、
多
く

の
学
生
が
金
銭
的
に
困
難
な
状

況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
学

業
や
進
学
を
諦
め
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
声
も
多
く
上
が
っ
て

い
る
。
小
金
井
市
に
は
未
来
と

希
望
の
あ
る
学
生
に
寄
り
添
っ

た
政
治
を
求
め
た
い
と
思
う
。

ア
以
前
か
ら
日
本
共
産
党
は
条

例
提
案
を
す
る
な
ど
で
求
め
て

い
る
が
、
市
の
奨
学
金
制
度
に

つ
い
て
、
特
に
大
学
生
に
お
い

て
応
募
し
て
も
落
選
し
、
受
け

た
く
て
も
受
け
ら
れ
な
い
方
が

発
生
し
て
い
る
。
予
算
を
増
や

し
て
給
付
人
数
や
給
付
金
額
を

増
や
し
た
り
拡
充
を
す
る
べ
き
。

イ
高
過
ぎ
る
日
本
の
大
学
の
学

費
を
捻
出
す
る
た
め
に
や
む
な

渡
辺
ふ
き
子

（
公
明
党
）

遠
藤
百
合
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

沖
浦
あ
つ
し

（
み
ら
い
）

坂
井
え
つ
子

（
緑
・
つ
な
が
る
）

古
畑
俊
男

（
子
ど
も
の
権
利
）

水
上
洋
志

（
日
本
共
産
党
）

鈴
木
成
夫

（
み
ら
い
）

た
ゆ
久
貴

（
日
本
共
産
党
）

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
事
業
の
拡
充
を

口
腔
ケ
ア
の
更
な
る
推
進
／

受
動
喫
煙
防
止
対
策
を

地
域
の
た
め
に
な
る

マ
ン
シ
ョ
ン
の
防
災
力
向
上
を

は
け
と
野
川
を
こ
わ
す

道
路
は
い
ら
な
い

小
金
井
市
に
お
け
る

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て

学
童
保
育
所
の
大
規
模
化
解

消
へ
抜
本
的
対
策
を
求
め
る

子
ど
も
た
ち
が
未
来
を
生
き
る

力
を
育
む
環
境
整
備
を

学
生
・
若
者
へ
の

支
援
の
充
実
を

議案、意見書・決議を掲載しています。
https://www.city.koganei.lg.jp/shisei/gikaijimukyoku/teireirinji/reiwa6_gikai/reiwa6_gian/index.html
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設
計
に
関
し
て
は
西
岡
前
市
長

か
ら
引
き
継
い
で
い
る
が
、
金

額
に
関
し
て
は
全
く
「
別
物
」

に
な
っ
て
い
る
。
誰
か
に
は
責

任
が
あ
る
し
、
一
人
ひ
と
り
の

責
任
の
濃
淡
も
あ
る
。
見
解
は
。

　

部
長　

庁
舎
建
設
に
は
、
多

く
の
方
々
が
関
わ
り
、
多
く
の

時
間
を
か
け
て
進
め
て
き
た
結

果
が
今
に
至
っ
て
い
る
と
い
う

認
識
。
責
任
の
所
在
を
絞
り
込

む
の
は
非
常
に
難
し
い
。

■
そ
の
他
、
衆
院
選
の
投
票
所

入
場
整
理
券
の
配
達
の
遅
れ
に

つ
い
て
、
多
摩
地
域
の
中
で
ワ

ー
ス
ト
１
位
の
10
月
22
日
に
な

ら
な
い
と
配
達
が
始
ま
ら
な
か

っ
た
件
、
結
果
と
し
て
多
摩
26

市
で
期
日
前
投
票
率
が
最
低
で

あ
っ
た
件
を
指
摘
。
再
発
防
止

を
求
め
ま
し
た
。

態
の
人
へ
の
集
団
健
診
の
拡
大

を
。
エ
都
の
支
援
事
業
へ
の
取

組
状
況
は
。

　

部
長　

ア
他
機
関
と
の
連
携

推
進
、
当
事
者
の
居
場
所
提
供
、

社
会
参
加
へ
の
準
備
支
援
、
家

族
の
集
う
場
所
の
開
催
な
ど
。

イ
他
市
の
調
査
結
果
を
当
て
は

め
る
と
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
の

人
数
は
千
200
人
か
ら
千
600
人
と

推
定
。
ウ
対
象
要
件
緩
和
は
研

究
。
エ
都
の
事
業
周
知
、
ひ
き

こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
に
よ

る
相
談
支
援
、
各
種
研
修
へ
の

参
加
推
進
な
ど
。

■
そ
の
他
、
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ

パ
ー
ソ
ン
に
よ
る
権
利
学
習
と

独
立
機
関
と
し
て
市
の
意
向
を

忖
度
す
る
こ
と
は
な
い
か
、
３

人
目
の
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の

必
要
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

の
介
助
費
用
の
一
部
が
議
会
費

で
賄
わ
れ
、
画
期
的
で
あ
る
た

め
敷
え
ん
化
を
求
め
る
が
、
市

職
員
へ
の
障
が
い
者
の
任
用
状

況
と
課
題
、
合
理
的
配
慮
の
取

組
は
。
エ
国
に
よ
る
雇
用
施
策

と
の
連
携
に
よ
る
重
度
障
害
者

等
就
労
支
援
特
別
事
業
の
検
討

状
況
や
、
具
体
的
な
問
合
せ
は
。

　

部
長　

ア
把
握
で
き
て
い
な

い
。
イ
課
題
は
事
業
者
数
の
不

足
。
ウ
雇
用
率
は
３
・
16
％
で

法
定
雇
用
率
を
上
回
っ
て
い
る
。

障
が
い
の
あ
る
職
員
と
話
し
合

い
適
切
に
対
応
。
ジ
ョ
ブ
コ
ー

チ
の
運
用
事
例
は
な
い
。
エ
具

体
的
な
準
備
に
至
っ
て
い
な
い
。

３
件
の
問
合
せ
が
あ
り
、
引
き

続
き
検
討
す
る
。

■
そ
の
他
、
市
長
の
政
治
姿
勢

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

に
努
め
る
。
イ
定
期
接
種
化
に

向
け
た
国
の
動
向
を
注
視
す
る
。

　

❸
ア
５
歳
児
健
診
は
発
達
障

害
等
を
早
期
発
見
し
安
心
し
た

就
学
に
つ
な
げ
る
役
割
が
あ
る

が
、
医
師
の
確
保
や
健
診
後
の

体
制
に
課
題
が
あ
り
国
は
自
治

体
へ
の
補
助
額
を
引
き
上
げ
た
。

近
隣
市
で
は
実
施
に
向
け
検
討

を
開
始
し
た
が
本
市
の
状
況
は
。

イ
３
歳
児
健
診
後
、
虫
歯
に
罹

患
す
る
子
が
多
く
他
市
で
は
３

歳
児
を
対
象
に
無
料
で
フ
ッ
素

塗
布
を
歯
科
医
院
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
か
か
り
つ
け
歯

科
医
を
持
つ
契
機
と
な
り
保
護

者
か
ら
好
評
と
聞
く
。
市
民
の

健
康
的
な
環
境
構
築
を
求
め
る
。

　

部
長　

ア
国
や
他
市
の
動
向

を
注
視
す
る
。
イ
歯
科
医
師
会

と
連
携
し
方
策
を
研
究
す
る
。

騰
で
厳
し
い
生
活
が
明
ら
か
。

国
民
健
康
保
険
税
は
値
上
げ
す

べ
き
で
は
な
い
。
増
税
案
を
撤

回
す
べ
き
。
ま
た
、
子
ど
も
の

均
等
割
の
軽
減
策
を
検
討
し
な

い
か
。

　

部
長　

税
の
公
平
性
の
観
点

か
ら
ご
負
担
を
い
た
だ
く
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
必
要
な
施
策

と
考
え
る
が
、
現
状
で
は
独
自

財
源
を
出
す
こ
と
は
難
し
い
。

　

❸
優
先
整
備
路
線
に
つ
い
て

東
京
都
の
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
の

説
明
は
、
防
災
対
策
、
広
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
抜
け
道
対
策
な

ど
問
題
だ
ら
け
。
市
長
に
明
確

な
中
止
の
要
請
を
求
め
る
。

　

市
長　

現
在
、
防
災
の
観
点
、

抜
け
道
の
問
題
や
広
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
必
要
性
も
含
め
、
検

証
を
実
施
し
て
い
る
。

え
る
に
は
無
理
が
あ
る
。
ア
こ

の
実
態
を
直
視
す
れ
ば
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
数
と
超
過
死
亡
数
に

何
ら
か
の
関
連
性
が
あ
る
と
見

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
イ
泉
大

津
市
で
は
、
10
月
か
ら
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
対
す
る
自
治
体
補

助
を
行
っ
て
い
な
い
。
な
ぜ
な

ら
市
長
が
「
史
上
最
大
の
薬
害

被
害
が
起
き
て
い
る
懸
念
が
あ

る
。」
と
判
断
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
小
金
井
市
で
は
ど
の

よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

　

部
長　

ア
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

ボ
ー
ド
に
よ
る
分
析
は
感
染
者

数
の
ピ
ー
ク
に
死
亡
者
数
の
ピ

ー
ク
が
あ
る
の
で
、
感
染
者
拡

大
が
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。
イ

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
エ
ビ
デ
ン
ス

を
踏
ま
え
る
と
今
後
も
補
助
は

続
け
る
。

量
の
増
加
の
懸
念
が
あ
る
。
ウ

な
ら
び
が
丘
住
宅
地
開
発
後
、

当
時
の
二
枚
橋
プ
ー
ル
や
野
川

公
園
等
へ
結
ぶ
道
路
と
し
て
計

画
さ
れ
た
。
歩
行
者
専
用
道
路

と
す
る
自
治
会
と
の
昭
和
49
年

の
覚
書
に
沿
っ
て
整
備
さ
れ
、

地
域
の
生
活
道
路
と
し
て
管
理

し
て
い
る
。
覚
書
に
期
限
は
な

く
、
大
き
な
環
境
変
化
等
が
な

け
れ
ば
変
更
や
破
棄
は
難
し
い
。

　

庁
舎
等
建
設
問
題
の
責
任
の

所
在
に
つ
い
て
。
①
西
岡
前
市

長
の
公
約
、
そ
の
後
の
迷
走
。

②
西
岡
前
市
長
の
突
然
の
辞
職

で
不
発
に
終
わ
っ
た
「
大
胆
な

見
直
し
」。
③
現
行
案
で
は
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
不
可
能
だ
と
判
明

し
た
だ
け
の
ナ
ン
チ
ャ
ッ
テ
検

証
。
④
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
へ
の
ラ

ス
ト
チ
ャ
ン
ス
と
も
言
え
る
住

民
投
票
条
例
案
の
否
決
。
⑤

「
115
億
円
で
収
ま
る
」
一
転
「
130

億
円
超
え
」
に
。
当
初
、
西
岡

市
長
候
補
が
言
っ
て
い
た
金
額

（
工
事
費
）
は
67
億
円
。
現
在

の
案
の
発
端
の
と
こ
ろ
で
79
億

円
。
昨
年
５
月
に
115
億
円
に
跳

ね
上
が
り
、
こ
の
10
月
に
は
132

億
円
に
ま
で
跳
ね
上
が
っ
た
。

　

❶
ア
動
物
と
の
暮
ら
し
や
触

れ
合
い
は
生
活
を
豊
か
に
し
生

き
る
力
と
な
る
。
互
い
に
支
え

合
う
主
体
的
な
関
係
と
な
る
こ

と
が
で
き
る
。
動
物
福
祉
（
ア

ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
）
の
認

識
は
。
イ
ペ
ッ
ト
飼
育
が
認
知

症
発
症
の
確
率
を
低
下
さ
せ
る

調
査
の
把
握
は
。 

ウ
動
物
と

の
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
に
取
り

組
ま
な
い
か
。

　

部
長　

ア
動
物
福
祉
と
は
動

物
が
精
神
的
・
肉
体
的
に
充
分

健
康
で
幸
福
で
環
境
と
調
和
し

て
い
る
こ
と
。
イ
把
握
し
て
い

る
。
ウ
研
究
課
題
で
あ
る
。

　

❷
ア
ひ
き
こ
も
り
支
援
の
取

組
に
つ
い
て
。
イ
実
態
調
査
を

し
な
い
か
。
ウ
ひ
き
こ
も
り
状

　

❶
私
は
大
学
院
で
東
京
都
に

よ
る
障
が
い
者
就
労
支
援
政
策

に
関
す
る
修
士
論
文
を
執
筆
し

た
。
子
ど
も
の
権
利
と
並
ん
で

私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
。
ア
市
長

は
選
挙
で
「
障
が
い
者
の
就
労

支
援
の
強
化
」
を
公
約
し
た
が
、

取
組
、
成
果
と
課
題
は
。
イ
障

が
い
者
の
就
労
支
援
の
強
化
は

官
民
と
も
に
取
り
組
む
べ
き
か
。

　

市
長　

ア
障
が
い
の
あ
る
人

の
社
会
活
動
や
就
労
に
向
け
力

を
入
れ
る
。
イ
行
政
だ
け
で
な

く
企
業
の
理
解
も
必
要
。

　

❷
ア
本
市
に
お
け
る
民
間
企

業
の
障
が
い
者
就
労
の
把
握
の

状
況
は
。
イ
就
労
移
行
支
援
・

就
労
継
続
支
援
の
課
題
は
。
ウ

本
市
で
は
障
が
い
の
あ
る
議
員

　

❶
ア
本
市
よ
り
も
規
模
の
小

さ
い
基
礎
自
治
体
で
、
基
金
総

額
が
約
190
億
円
、
１
年
間
の
運

用
益
が
約
７
千
800
万
円
と
い
う

事
例
が
あ
る
。
本
市
の
基
金
と

運
用
状
況
は
。
イ
本
市
も
債
券

運
用
で
歳
入
ア
ッ
プ
を
。

　

課
長
職　

ア
本
市
の
基
金
総

額
は
約
132
億
円
、
基
金
運
用
利

子
と
運
用
収
入
は
約
69
万
円
だ
。

　

市
長　

イ
他
市
の
状
況
を
研

究
し
、
前
に
踏
み
出
し
た
い
。

　

❷
ア
民
設
民
営
学
童
保
育
所

を
誘
致
し
よ
う
と
し
て
も
、
物

件
が
少
な
く
難
し
い
。
こ
れ
か

ら
進
む
武
蔵
小
金
井
駅
北
口
駅

前
東
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業

で
、
テ
ナ
ン
ト
に
子
育
て
支
援

施
設
が
入
り
や
す
い
働
き
か
け

　

❶
学
校
給
食
へ
の
地
場
野
菜

の
更
な
る
活
用
の
た
め
野
菜
保

管
庫
の
配
備
や
農
家
の
作
付
け

ベ
ー
ス
で
の
献
立
作
成
が
可
能

と
な
る
よ
う
栄
養
士
と
農
家
の

意
見
交
換
会
の
実
施
を
求
め
る
。

　

部
長　

安
定
的
な
供
給
や
新

た
な
野
菜
を
取
り
入
れ
る
き
っ

か
け
に
な
る
た
め
研
究
す
る
。

　

❷
肺
炎
死
亡
者
の
98
％
が
65

歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ
り
、
超

高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
当
た

り
健
康
寿
命
延
伸
の
施
策
展
開

が
必
要
だ
。
ア
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
２
回
目
接
種
を
助
成
し

な
い
か
。
イ
本
年
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
が
承
認
さ
れ
た
。

費
用
助
成
等
検
討
し
な
い
か
。

　

部
長　

ア
ま
ず
は
周
知
徹
底

　

❶
防
災
対
策
に
つ
い
て
ア
２

次
避
難
所
は
福
祉
避
難
所
で
あ

り
、
子
育
て
世
代
、
障
が
い
者

や
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
が
避

難
す
る
が
、
お
む
つ
や
哺
乳
瓶
、

毛
布
、
水
等
の
備
蓄
は
ゼ
ロ
。

備
蓄
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

イ
生
理
用
品
は
多
種
類
を
備
蓄

し
な
い
か
。
ウ
耐
震
補
強
工
事

助
成
に
つ
い
て
、
改
正
前
新
耐

震
住
宅
も
対
象
に
し
な
い
か
。

　

部
長　

ア
備
蓄
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
考
え
て

い
き
た
い
。
イ
生
理
用
品
は
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ウ
国
、

都
、
他
自
治
体
の
動
向
を
注
視

し
課
題
と
し
て
考
え
て
い
る
。

　

❷
市
議
団
が
実
施
し
た
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
て
も
物
価
高

　
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る

健
康
被
害
救
済
制
度
で
認
め
た

死
亡
者
は
800
人
を
超
え
た
。
多

く
の
大
学
教
授
、
専
門
家
、
医

師
が
所
属
す
る
「
有
志
医
師
の

会
」
で
は
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン

に
対
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い

る
。
ま
た
、
国
会
内
で
は
川
田

龍
平
議
員
が
「
子
ど
も
へ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
と
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
後
遺
症
を
考
え
る
超
党

派
議
員
連
盟
」
を
立
ち
上
げ
、

多
く
の
国
会
議
員
が
参
加
し
て

い
る
。
担
当
部
局
が
以
前
に
提

出
し
た
資
料
の
グ
ラ
フ
を
見
る

と
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
数
が
増

え
る
と
、
超
過
死
亡
数
が
増
え

る
」
と
い
う
現
象
が
起
き
て
い

る
。
こ
れ
を
偶
然
の
一
致
と
考

　

小
金
井
３
・
４
・
11
号
線
に

関
す
る
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
で
都

は
幅
員
約
４
ⅿ
の
市
道
573
号
線

（
二
枚
橋
の
坂
の
通
り
）
の
通

過
交
通
の
抑
制
を
整
備
の
効
果

と
し
て
い
る
。
ア
市
と
し
て
市

道
573
号
線
の
通
過
車
両
問
題
を

ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。
イ
す

れ
違
い
の
た
め
の
待
避
所
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
。
ウ
線
路
の

東
側
に
あ
る
幅
員
６
ⅿ
の
市
道

437
号
線
が
延
伸
さ
れ
た
経
緯
と
、

車
両
通
行
止
め
の
理
由
は
。
市

道
573
号
線
と
相
互
通
行
に
す
れ

ば
交
通
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

　

部
長　

ア
安
全
確
保
の
た
め

交
通
誘
導
員
を
配
置
し
て
い
る
。

イ
用
地
買
収
等
の
課
題
や
交
通

渡
辺
大
三

（
子
ど
も
の
権
利
）

片
山
か
お
る

（
子
ど
も
の
権
利
）

高
木
章
成

（
子
ど
も
の
権
利
）

水
谷
た
か
こ

（
こ
が
お
も
）

河
野
麻
美

（
自
民
党
・
信
頼
）

森
戸
よ
う
子

（
日
本
共
産
党
）

斎
藤
康
夫

（
参
政
党
）

安
田
け
い
こ

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

庁
舎
等
建
設
工
事
費
の
大
幅
増

の
責
任
の
所
在
を
問
う

人
と
動
物
が
共
生
で
き
る

潤
い
あ
る
社
会
の
実
現
を

障
が
い
の
あ
る
人
も
共
に
働

き
共
に
生
き
る
小
金
井
市
を

基
金
運
用
で
歳
入
ア
ッ
プ
／

学
童
保
育
の
大
規
模
化
対
応

地
場
野
菜
の
活
用
／
高
齢
者

肺
炎
予
防
／
乳
幼
児
健
診

避
難
所
の
備
蓄
品
の
拡
充

な
ど
防
災
対
策
の
強
化
を

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
実
態
を

直
視
し
対
策
す
べ
き

二
枚
橋
の
通
過
車
両
問
題
と

小
金
井
３
・
４
・
11
号
線

車両通行止めとなっている市道
437号線

は
で
き
な
い
か
。
イ
夏
期
休
業

中
の
み
の
学
童
利
用
の
調
査
結

果
は
。
ウ
今
後
の
方
向
性
は
。

　

部
長　

ア
現
時
点
で
は
子
育

て
支
援
施
設
が
入
る
予
定
は
な

い
が
、
引
き
続
き
協
議
し
た
い
。

イ
学
童
利
用
者
の
約
３
割
が
サ

マ
ー
学
童
を
利
用
し
た
い
と
の

意
向
が
有
資
格
者
の
確
保
や
採

算
性
か
ら
課
題
が
大
き
い
。

　

教
育
長　

ウ
豊
か
な
放
課
後

の
実
現
に
は
、
学
童
・
放
課
後

子
ど
も
教
室
・
地
域
未
来
塾
の

連
携
と
と
も
に
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
こ
と
が
必
要
。
新

し
い
施
設
の
建
設
が
難
し
い
本

市
で
は
、
既
存
施
設
の
効
率
的

な
活
用
が
鍵
に
な
る
。

■
そ
の
他
、
若
者
討
議
会
の
成

果
と
課
題
を
確
認
し
、
今
後
の

継
続
に
つ
い
て
提
案
し
ま
し
た
。

定例会・臨時会における審議結果を掲載しています。
https://www.city.koganei.lg.jp/shisei/gikaijimukyoku/teireirinji/reiwa6_gikai/reiwa6_shing/index.html



7 2 202025（290号）― 7 ―

小金井市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます。

PS24-0036

この議会報は再生紙を使用しています。※ごみ減量と資源の再利用にご協力ください。
この印刷物は、植物性インキ（石油系剤を利用するかわりに植物油を溶剤としたインキ）を使用しています。

引き続き審査する案件
議会運営委員会
１月21日（火）午後２時
▶議会改革に関する諸問題の調査　▶①次期定例会（臨時
会を含む。）の会期及び会議日割等、議会運営に関する調査
　②議会の会議規則、委員会条例等に関する調査　③議会
運営に関する議長の諮問事項について
厚生文教委員会
▶障害児短期入所施設の新設と既設施設の支援拡大を求め
る陳情書　▶障害福祉計画及び介護保険・高齢者保健福祉
総合事業計画について　▶保育政策の課題について
建設環境委員会
▶東小金井駅北口の駐輪環境（通勤通学／お買い物等）の
向上を求める陳情書　▶駅前広場、公園、広場、新庁舎外
構などへの冷却ミスト（クールスポット）の設置を求める陳
情書　▶循環型社会の形成及び温室効果ガス削減に関する
調査　▶地域公共交通に関する調査

総務企画委員会
▶男女平等基本条例の理念を尊重し、小金井市の事業や後
援を適切に行うことを求める陳情書　▶（仮称）小金井さく
らの日の制定を求める陳情書　▶消防団員の確保を図るた
め処遇改善を求める陳情書　▶ふるさと納税返礼品から「特
定外来生物被害防止基本方針」に収録のある生物種の排除
を求める陳情書　▶市の顧問弁護士の人数、報酬に関する
陳情書　▶小金井市商工会補助金交付要綱に関する陳情書
　▶指定管理者及び開発道路の疑義解明を求める陳情書　
▶ふるさと納税返礼品指定体制の改善を求める陳情書
庁舎等建設及び公共施設マネジメント推進調査特別委員会
▶現設計での建築確認申請にストップをかけた市議の内、
現設計で建てようとしている方々の氏名を明らかにすること
を求める陳情書　▶小金井市の新庁舎及び（仮称）新福祉
会館の建設に関する見直し案の設計意図の伝達等の機会を
求める陳情書　▶小金井市の新庁舎及び（仮称）新福祉会
館の建設に関する住民投票条例について市長が行った反対
の意見等に関する陳情書　▶小金井市の新庁舎及び（仮称）

新福祉会館の建設に関する現行案の構造的差別を無視した
計画の推進の再考を求める陳情書　▶小金井市の新庁舎及
び（仮称）新福祉会館の建設に関する現行案と見直し案に
関する考えの根拠を求める陳情書　▶小金井市の新庁舎及
び（仮称）新福祉会館の建設に関する住民投票条例につい
て議員が行った反対討論等に関する陳情書（同一表題で内
容が異なるものが他８件）　▶小金井市の新庁舎及び（仮称）
新福祉会館の建設に関する財政の規律性の保持について考
えを問う陳情書　▶小金井市の新庁舎及び（仮称）新福祉
会館の建設に関して現行案と見直し案に対する現在の議員
の考え方の確認を求める陳情書　▶小金井市の新庁舎及び

（仮称）新福祉会館の建設に関する住民投票条例について
議員が行ったご発言等に関する陳情書　▶庁舎等建設及び
公共施設マネジメントの推進に係る諸問題の調査
行財政改革推進調査特別委員会
▶行財政改革の推進に係る諸問題の調査

　地方自治法の規定により、選挙管
理委員及び選挙管理委員補充員につ
いては市議会で選挙することとなっ
ています。
　選挙管理委員４人及び同補充員の
選挙を12月19日に行いました。
　選挙管理委員は池田祥子氏、久保
治雄氏、齋藤裕人氏、篠原熙氏が当
選しました。
　また、同補充員については、第１
順位として井塚忍男氏、第２順位と
して宮川俊男氏、第３順位として伊
藤謙一郎氏、第４順位として眞部一
義氏が当選しました。名勝小金井（サクラ）名勝指定100周年記念式典

（12月8日）
場所：小金井 宮地楽器ホール（市民交流センター）

小金井桜部門　議長賞

大森真人さん「静かな時」
まちの桜部門　議長賞

後藤五月さん「弁天橋の桜絶景」

選挙管理委員・
選挙管理委員補充員を選挙

名勝小金井（サクラ）
100周年写真コンテストで
議長賞が決定しました

意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。

○：賛成　×：反対　△：退席　－：欠席（体調不良） 議：議長（原則、採決に
は加わらず）副：副議長（議長が体調不良のため、副議長が議長の職務を代行） 議

　
決
　
結
　
果

自 み 子 共 公 お参ネ緑街
河
野
　
麻
美

吹
春
や
す
た
か

五
十
嵐
京
子

遠
藤
百
合
子

岸
田
　
正
義

沖
浦
あ
つ
し

鈴
木
　
成
夫

村
山
ひ
で
き

古
畑
　
俊
男

渡
辺
　
大
三

高
木
　
章
成

片
山
か
お
る

た
ゆ
　
久
貴

水
上
　
洋
志

森
戸
よ
う
子

渡
辺
ふ
き
子

小
林
　
正
樹

宮
下
　
　
誠

水
谷
た
か
こ

斎
藤
　
康
夫

安
田
け
い
こ

坂
井
え
つ
子

清
水
　
が
く件　　名 要　　旨（提案議員が作成）

多様な人材の地方議会への
参画促進を求める意見書

多様化する民意の集約と反映のため、安心して議員に立候補し、議員活動
を続けられるよう、①主権者教育の推進、②会社員が立候補しやすい環境
整備と厚生年金加入、③出産・育児や介護等との両立支援やハラスメント
の防止等、環境整備と支援を国に求める。

○○○○△△△△○○○○××副○○－○○××○原案可決

東京都に対して心身障害者
医療費助成制度の拡充を求
める意見書

障がい者の医療費は命に直結する問題であり、早急な拡充が必要である。
東京都に対し、心身障害者医療費助成制度について、障がいの程度にかか
わらず対象範囲を拡大すること、また、少なくとも、知的障がい者の医療
費助成の対象を中・軽度に拡大することを求める。

△△△△○○○○○○○○○○副△△－○○○○○原案可決

原発新増設費用を国民から
徴収する制度を導入しない
ことを求める意見書

巨額の建設費を含む原発のコストを、稼働して発電する前から電気料金に
上乗せして国民負担とする新たな制度を導入すると、家庭や企業が払う電
気代が増え日本経済の停滞は更に深刻化する。原発新規建設のための新た
な資金徴収制度を導入しないことを求める。

××××○○○○○○○○○○副××－○△○○×原案可決

103万円の壁と呼ばれる課
税限度額の見直しに関する
意見書

「103万円の壁」の見直しに当たっては、十分に地方財政の財源の補填を
行うとともに、その財源確保に当たっては新たな国民負担増にならないこ
と、また、社会保険料の在り方を是正することを強く求める。

○○○○○○○○○○○○○○副○○－○○○○○原案可決

マイナンバー制度見直しに
関する意見書

国や地方自治体で使用するサーバーの開発・運用については国内の企業に
委託すること、厳格に発行・管理を行い、個人情報漏洩やなりすましの防
止を徹底すること、紐付けられている自分の情報については全ての履歴を
確認できる仕組みを構築することを求める。

××××○△○○○○○○○○○××－×○×××原案可決
（議長裁決）

刑事訴訟法の再審規定の改
正を求める意見書

刑事訴訟法には、冤罪被害者の救済を目的とした再審制度の規定があるが、
再審請求手続の審理に関する規定がほとんどないため、適正さが担保され
ず公平性が損なわれている。冤罪は深刻な人権侵害であり、決して許され
ない。再審手続の整備等を求める。

××××○○○○○○○○○○副××－○○○○×原案可決

市独自の検証結果が出るま
で、優先整備２路線の事業
化に向けた手続きを行わな
いことを求める意見書

建設局には、市独自の検証が終わり総合的判断が定まるまで、事業化に向
けた手続を行わないことを求める。都市整備局では新たな「都市計画道路
の整備方針」を検討しているが、これまでに議会が可決した計画見直し等
を求めた11件の意見書の尊重を求める。

××××○○○○×○○○○○副××－△×○○×原案可決

企業・団体献金の廃止を求
める意見書

企業・団体献金の廃止は、今や多くの野党の要求となっている。世論調査
でも「禁止するべきだ」が67％と「禁止の必要はない」の26％を大きく
上回った。企業・団体献金は賄賂性が指摘されており、政治のゆがみを正
すため企業・団体献金の禁止を求める。

××××○○○○○○○○○○副△△－○○○○×原案可決

新庁舎等建設について、市
民要望に応え、抜本的な建
築コスト削減を図るべく、抜
本的な見直しを求める決議

市民要望に背を向け、現行案にかくも法外な建築費を投入することは、小金
井市100年の大計を誤る暴挙である。長年の小金井市の課題である新庁舎等
の建設については、見直し案の指摘も参考に抜本的な見直しを求める。

××××××××○○○○○○副××－×××××原案可決
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【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　　子：子どもの権利を守る会　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会�
参：参政党小金井　　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　緑：緑・つながる小金井　　　街：街の仲間たち

※可否同数の場合、議長が可否を決定します。
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「第２回 市議会 震災避難訓練」を実施しました

第１部：布担架搬送体験訓練

第２部：震災避難訓練

第３部：水消火器訓練 講評：小金井消防署より

　令和６年11月29日午前10時よ
り小金井消防署指導の下、３部構
成で訓練を実施しました。

避難行動の際、ケガ人等を搬送するために布担架を使い搬送する訓練を行いました。

本会議中に地震の発災を想定し、全員が駐車場まで無事避難を目指した訓練を行いました。

①ハプニング要素に対しては対応が出来ていた。
②�周りに対する配慮や注意する心がけについては、
「ケガをしている人は居るか？」や「みんな大丈夫
か？」等の周囲への自発的な声かけや動作があれば
良い。

③�避難行動において、要介助者への対応は議会として
あらかじめ議論し、取り組み方を決めておくことが
望ましい。

④普段から担架の場所を確認しておくと良い。

訓練を終えて一言：「重さの負担はなかった」「移動も問題なくできた」「布担架は事務局入口の左手に常備されていることが認識できた」

広げる前の「布担架」
常備場所も確認

３階踊り場で要救助者に遭遇 急きょ布担架チームを結成し搬送 １階で搬送を交代 無事に駐車場へ到着

消防署による
広げ方と使い方指導

搬送者が持ち手を握り
肩ストラップを掛け

掛け声で一気に持ち上げ
安全な場所へ避難

訓練を終えて一言：「事前の布担架訓練が役に立った」「布担架のメリットを見出せた」「ハプニング要素の盛り込みは良かった」

訓練を終えて一言：「定期的な訓練が必要だと思った」

一人ひとりが考え行動することを目的に、ハプニング要素を訓練に盛り込みました。

消防署の指導を受け訓練を行いました。

文書管理を行うクラウド上
の電子本棚

訓練の目的：巨大地震が発災した際、落ち着いて全議員が安全な場所への避難を行うこと

全議員に「タブレット端末」を貸与　運用を開始
これまでの経過

2017年９月 議会改革での議論が始まる
2022年４月 議会運営委員会で3つの先進市議会を視察

５月 議会改革での本格的な議論を開始
10月 「小金井市議会タブレット端末導入・検討

プロジェクトチーム」が発足
（会議８回）

2023年３月 最終報告を議会運営委員会へ報告
９月 市議会として予算要望を決定
10月 「小金井市議会タブレット端末導入・準備

検討プロジェクトチーム」が発足
（会議７回）

2024年９月 最終報告を議会運営委員会へ報告
11月 タブレット貸与・操作研修
11月 令和６年第４回定例会より運用を開始

　小金井市議会は令和6年第4回定例会より以下
を目的として、全議員にタブレットを端末を貸
与しました。
①�議会運営の更なる効率化
②�議会・議員活動のより一層の活性化
③�将来的なペーパーレス化
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